














＼ 
お住まいを計画する際には、 その場所が旧町人地や旧武家地なのか、 または新興住宅

地なのかといった地域特性や周囲の建物状況なども把握した上で、 まちなみにとけこむ

ようデザインすることが大切です。

そのため、金澤町家が集積している「金澤町家保全活用推進区域」で建てられる場合は、

金澤町家の知恵や特徴を取り入れた 「かなざわ新町家」とすることを特に推奨します。

また、 それ以外のエリアでも、 エコで長く住まい続ける工夫や和の文化の継承など、

金澤町家の要素で参考になると思う点があれば、 ぜひ取り入れてみてください。
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武士系住宅

近代和風住宅

お住まいの地域（伝統的建造物群保存地区やこまちなみ保存区域等）によっては、 金澤町家

の特徴を踏まえた外観デザインにした場合に、 助成対象となることがあります。

詳細はこちらへ⇒

https://www4.city.kanazawa.lg.jp/bunka_sports_kanko/20774.html




































a 地域の歴史を知り、 引き継ぎましょう。

地域の歴史や特性を理解した上で建物を計画することで、 まちの歴史を引き継ぎ、 より魅力的な

地域や住まいづくりに発展するとともに、 歴史的な重層性につながります。

⇒お住まいの地域（伝統的建造物群保存地区やこまちなみ保存区域等）によっては、 金澤町

家の特徴を踏まえた外観デザインにした場合に、 助成対象となることがあります。

詳細はこちらへ⇒
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～まちに住む楽しさと意義～

金沢工業大学 教授 宮下 智裕

金沢は戦災を免れたため、 中心部には現在でも町家などの歴史的な建物が多く残った地域

がたくさんあります。 そこには他の都市にはない金沢らしい風情や景観が残り、 特有の生活

が営まれています。 またそこには老舗も多く残り、 近年では、 町家を活用した新しい店舗も

増えてきてまちの魅力を増加させています。 さらに、 古くから残る地域だからこその地域コ

ミュニティも受け継がれています。 金沢らしい文化や風情を感じながら、 近隣の人々と気軽

に声を掛け合い、 時には助け合いながらの暮らしは郊外ではなかなか生み出すことの難しい

豊かさを与えてくれます。

一方で利便性はどうかというと、 車がなくては不便を感じる事の多い郊外と比べて、 公共

交通も整っていたり、 徒歩や自転車など自動車を持たなくてもいろいろな施設を使用するこ

とができるというメリットもあります。 また、 近年ではカ ー シェアリングなども進み始めて

います。 これらはまちに住む際によく問題として挙げられる駐車場問題への解決にも繋がる

と考えられます。

歴史的な建物の残る地域でも、 当然新しい建物も建っていきます。 その際、 新しい建物が

歴史的なまちなみに上手く溶け込んでいったり、 協調したデザインとなっていくことで、 ま

ちなみがより美しい景観となり地域自体の個性や魅力を高めていくことにもなります。 そし

てそれが住んでいる人たちにとっての誇りや愛着にもなっていくと思います。

まちなか居住のメリット・デメリット

・ コミュニティのつながり

•都市機能（公共交通、 文化施設、

商業施設等）が充実

・多様な生活スタイルを受容

デメリット
・駐車スペ ースを確保しにくい

・敷地が狭い

・道路が狭い

https://www4.city.kanazawa.lg.jp/bunka_sports_kanko/20774.html
















®涼しさを演出する

金澤町家の知恵

1 土間を設け、 涼しく過ごす

金澤町家には、 玄関やトオリニワ（玄関から奥に

つながる通路）、 中庭に面した空間に土間が設けられ

ており、 夏でも涼しく過ごしてきました。

テ三西面］
土間の涼しい風が居室に流れるよう工夫し

てみましょう。 逆に冬は寒いため、 土間と

居室の間に建具を設けましょう。

a こんなメリットがあります！ 〈

■地熱を活かせる

土間の地熱を利用

夏は、 土間で冷やされた空気が室内に入るため、 夏でもひんや

りとした涼しい空間とすることができます。
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玄関土間と続く和室

～涼しさが感じられる暮らし方～
金沢には、昔から伝えてきた、暮らしの中での人への優しい心くばりやしぐさがあります。

金沢市では、 今の時代にも伝えていきたいしぐさを「金沢しぐさ」として登録しています。

「打ち水」も金沢しぐさの一つです。 家の前に水をまくことで、 気化熱で地面の表面温度

や周辺の温度が下がり、 窓から入る風が涼しくなります。 打ち水にはお清めの意味もあり、

お客様を迎える準備が整っていることを知らせる合図でもあり、おもてなしにつながります。
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⇒金沢しぐさについての

詳細はこちらへ

涼感を演出する風鈴

https://digilib.city.kanazawa.ishikawa.jp/doc/807/




















a こんなメリットがあります！ 〈

■ メンテナンスや増改築がしやすい

木造軸組構造の真壁づくりとすることで、 腐朽した部材の取り替え
や壁の塗り替えなど構造躯体とそれ以外の部分的な修繕がしやすく、
また増改築もしやすくなります。

■ 木の質感や経年変化を感じられる

真壁づくりで柱や梁の木を見せることで、 木の質感や風合いを感じ
て生活することができ、 年月とともに木の色合いの変化を楽しむこと
ができます。

木の柱や梁を見せた内装

■ 物を大切につかうことの良さを知れる

古材や古建具、 古家具を再利用することで、 趣きのある
空間になるとともに、 使い捨てではなく、 物を大切に使う
ことの理解が深まり、 廃棄物の削減や循環型社会に貢献す
ることにつながります。

建具をリメイクして使用

a 地産地消に協力しましょう。

金沢産の木材資源の利用促進を図るため、 木のある暮らしづくりを奨励しています。 金沢産の木
材を使うと、 森林の適正な維持管理や林業の活性化、 木材の運搬に伴う二酸化炭素排出量の削減に
つながります。 柱や内外装材、 木塀などに金沢産の木材を利用し、 地産地消に協力しましょう。

⇒石川県産材や金沢産のスギ柱を使用し、 木造の住宅を建築する

場合の助成制度もあります。

詳細はこちらへ⇒ 詈
‘ ノ

～木造で建てること～

金沢は歴史文化資産や伝統工芸など木を用いた多様な文化が息づいており、 市内の建物の

約8割は木造です。 木造は、 地震の多い日本で発達してきた建築技術であり、 現在建築され

ている木造建築はすべて耐震性の基準を満たしています。

金沢市では、 まちなみや生活に木を幅広く取り入れる「木の文化都市」の継承と創出を目

指しています。 住宅を木造で建て、 木を使うことにより、 金沢らしいまちなみを一 緒につく

りませんか。

https://www4.city.kanazawa.lg.jp/soshikikarasagasu/shinrinsaiseika/shinseishodownload/6632.html












https://www2.wagmap.jp/kanazawa-mss/Portal
https://www4.city.kanazawa.lg.jp/soshikikarasagasu/rekishitoshisuishinka/gyomuannai/1/rekishitekikenchikubutsu/machiya/index.html
https://www4.city.kanazawa.lg.jp/soshikikarasagasu/jutakuseisakuka/gyomuannai/1/4627.html































